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Ⅰ 地質構造･水資源専門部会編

２ 管理手法（２）
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「２ 管理手法」

事項の内容

(２) リスクマップ、リスクマトリクスの整理と提示時期
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〇リスクマトリクスについて

「２ 管理手法（２）」（見解）

・「引き続き対話を要する事項に対する見解（その２）」（令和元年１１
月）において、次回提示するとしたリスクマトリクス案について、次
頁以降にお示しします。

・なお、リスクマップについては、ご提案頂いた丸井委員にご相談し
ながら、作成を進めていきます。
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リスク要因 想定される現象 調査方法 対処方法

破砕帯等での

突発的な湧水
の発生

地下水位の急激
な低下

トンネル湧水、上流域の
観測井の地下水位計測

〇先進ボーリング実施時
・先進ボーリングによる破砕帯等箇所の事前把握
・コアボーリング等の実施による補助工法等の検討
・先進ボーリング湧水量の管理値設定によるリスク管理

〇トンネル掘削時

・薬液注入等の実施（管理値を超えた場合には、当該地点手前でト
ンネル掘削を一時中断）

沢の流量減少・
枯渇

沢の流量のモニタリング、
水位の常時計測、流況
の自動監視

〇先進ボーリング実施時

・先進ボーリング湧水量の管理値設定によるリスク管理（管理値を超
えた場合には、直ちにボーリングを停止のうえ、重点的に確認）

〇トンネル掘削時

・薬液注入等の実施（管理値を超えた場合には、当該地点手前でト
ンネル掘削を一時中断）

沢の動植物の
減少

沢の動植物のモニタリン
グ

〇トンネル掘削工事前
・事前の代償措置の検討・実施

〇先進ボーリング実施時

・先進ボーリング湧水量の管理値設定によるリスク管理（管理値を超
えた場合には、直ちにボーリングを停止のうえ、重点的に確認）

〇トンネル掘削時

・薬液注入等の実施（管理値を超えた場合には、当該地点手前でト
ンネル掘削を一時中断）

・植物の移植等の実施

表 リスクマトリクス案（破砕帯等での突発的な湧水の発生）

〇リスクマトリクス（①突発湧水の発生）

「２ 管理手法（２）」（見解）
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リスク要因 想定される現象 調査方法 対処方法

工事排水の
放流

河川の水質の変
化

水質のモニタリング
・濁水処理設備等による工事排水の適切な処理、水質管理
・先進ボーリングによる破砕帯等箇所の事前把握
⇒トンネル掘削時に備えた濁水処理設備等の配備

河川の水温の変
化

水温のモニタリング
・モニタリングの結果を踏まえ分散放流等による急激な水温変化の
低減

水生生物の生息
環境の変化

魚類、底生動物のモニタ
リング

・排水放流箇所の考慮（魚類の産卵場所の回避等）

・モニタリングの結果を踏まえた事前の代償措置や追加の保全措置
の検討・実施

表 リスクマトリクス案（工事排水の放流）

〇リスクマトリクス（②工事排水の放流）

「２ 管理手法（２）」（見解）
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リスク要因 想定される現象 調査方法 対処方法

対策土1)の
発生

対策土の流出
施工時の点検、モニタリ
ング

・「建設工事で発生する自然由来重金属等含有土対応ハンドブック」
の内容を踏まえ、遮水シート等による封じ込め対策を実施し、盛土
内への雨水・地下水の浸透防止等を図り、発生土からの重金属等
の溶出を防止。（対策土は、工事完了後も当社が維持管理を実施）

河川の水質（自然
由来の重金属等）
の変化

河川、観測井の水質の
モニタリング

・対策土の湿潤水は、集水設備に一度集水し、調査したうえで、河川
へ放流。

・放流先河川や観測井（発生土置き場を挟み込むように設置）におい
て調査を行い、封じ込め対策が確実に実施されているかを確認。

水生生物の生息
環境の変化

魚類、底生動物のモニタ
リング

・排水放流箇所の考慮（魚類の産卵場所の回避等）
・モニタリングの結果を踏まえた追加の保全措置の検討・実施

表 リスクマトリクス案（対策土の発生）

〇リスクマトリクス（③自然由来の重金属等を含む発生土の発生）

「２ 管理手法（２）」（見解）

１） 対策土：土壌汚染対策法に基づく基準値を超過する発生土。
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Ⅱ 生物多様性専門部会編

１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）（４）（５）（８）

２ 減水量の計測（１）（２）

３ 減水に伴う生態系への影響（１）（２）

５ 水温管理

9

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

(２) 食物連鎖等生物の関係性は季節により変化するため、ＪＲ東
海が利用するとした平成24年、27年の通年調査結果などの既

存データの内容が、工事前の生態系及び河川流量等の構
造・機能を把握するために十分なものであるかについての見
解
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

（５）流量変化が大きく生態系への影響が小さいとは言えない場合は、
影響（例えば生息水域がどの程度減少し、それによって生態系がど
のように影響を受けるか）について定量的評価。この際には、以下
の検討が必要。

・ＪＲ東海の作成した食物連鎖図には、季節により変化する生物の関

係性が表されていないことから、工事着工前の生態系は、水域（河
畔林含む）・陸域におけるそれぞれの生物群集の構造と機能につ
いて、一年を通じ極力定量的に把握し、精確な食物連鎖図により群
集の構成員間の関係を明確化

・ＪＲ東海が工事着手前に行うとした生態調査において、イワナ類の

胃の内容物、カワネズミの環境ＤＮＡ調査は、専門部会に対し実施
すると約束したことであるので、具体的な調査計画を作成

・水域の食物連鎖図は、生体量（バイオマス）で示すことが望ましく、

底生生物の各種の現存量（一次消費者についてはその食性）、水
面落下動物・流下動物の各種の湿重量について、落下・流下時間
等の日変化や季節変化も踏まえ整理

11

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇生態系への影響の定量的な予測・評価に対する当社の考え

・沢等の流量変化に伴う水域生態系への影響を定量的に予測・評価することにつ
いて、当社としては、文献調査等を行った結果、その手法を見出すことはでき
ず、実施することは困難であると考えていますが、具体的な手法について、ご提
案があれば、ご意見をお聞きした上で、更なる検討をさせて頂きたいと考えてい
ます。

・水域生態系への影響を確認していく方法としては、後述のとおり、水生生物を中
心とした食物連鎖図を予め整理したうえで、水域生態系における食物連鎖にお
いて上位種であるイワナ類、カワネズミと底生動物についてモニタリングを実施
し、生息状況を確認してまいります。イワナ類等のモニタリングの結果は、専門
部会委員等による評価が可能となるよう、随時静岡県へ報告します。生息状況
の変化等が確認された場合には、専門家のご助言を踏まえて、食物連鎖上で下
位となる注目種のモニタリングも実施することや、必要な場合には追加の環境保
全措置を検討・実施していきます。

・また、リアルタイムでのモニタリングには限界がある一方で、影響が生じてからで
は保全措置が間に合わないおそれがあるため、事前の代償措置についても、検
討・実施してまいります。なお、代償措置の内容は、現在、専門家等にご相談し
ながら検討を進めており、その結果は別途ご報告させて頂くことを考えていま
す。 12



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図①

・水生生物を中心とした食物連鎖図については、これまでの西俣付近での
現地調査結果や既往の文献等を踏まえ、次頁のとおり作成しました。な
お、陸域生態系として植生、流下昆虫も考慮しています。

・まずは夏季の分について作成しましたが、今後、委員等からのご意見を
踏まえたうえで、残りの３季分についても作成を行うことを考えています。

・今後実施していくイワナ類のモニタリングの際、胃の内容物調査も実施
し、今回作成した食物連鎖図をブラッシュアップしていきます。

・なお、水面落下動物・流下動物の湿重量の日変化や季節変化を把握す
るための調査については、具体的な方法を生物多様性専門部会委員か
らお聞きした上で、検討・実施します。
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図②
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【水 域】

トビケラ目
カクツツトビケラ科

Lepidostoma属
エグリトビケラ科

Pseudostenophylax属

カワゲラ目
オナシカワゲラ科
Amphinemura属

Nemoura属

カワゲラ目
オナシカワゲラ科
Protonemura属

魚類
ニッコウイワナ
ヤマトイワナ※

イワナ類

哺乳類
カワネズミ

イトミミズ目
ミズミミズ科

Nais属

ハエ目
ユスリカ科
Diamesa属

Orthocladius属
Polypedilum属
Pseudodiamesa属

落葉・落枝

ハエ目
アミカ科

ミヤマコマドアミカ

微細粒状有機物（FPOM）付着藻類

ハエ目
ブユ科

Prosimulium属
Simulium属

トビケラ目
ヤマトビケラ科
Glossosoma属

ハエ目
ガガンボ科
Hexatoma属

カワゲラ目
ミドリカワゲラ科
アミメカワゲラ科

オオアミメカワゲラ

カゲロウ目
ヒメフタオカゲロウ科

Ameletus属

カゲロウ目
モンカゲロウ科

フタスジモンカゲロウ

カゲロウ目
◎コカゲロウ科

ヨシノコカゲロウ、フタバコカゲ
ロウ、◎シロハラコカゲロウ

◎ヒラタカゲロウ科
Cinygmula属、

◎キイロヒラタカゲロウ、
Rhithrogena属

トビケラ目
◎ナガレトビケラ科

◎Rhyacophila属

◎マダラカゲロウ科
オオマダラカゲロウ
ヨシノマダラカゲロウ

◎フタマタマダラカゲロウ

カゲロウ目

：落葉・落枝
：付着藻類
：微細粒状有機物（FPOM）
：動物（2次消費者）
：動物（3次消費者以降）

：流下昆虫
◎ ：注目種

ハエ目
ナガレアブ科

ミヤマナガレアブ

コウチュウ目
ゲンゴロウ科

カノシマチビゲンゴロウ

ハエ目
カメムシ目

アブラムシ科
コウチュウ目
ハムシ科
ハエ目

ユスリカ科、
クロバネキノコバ
エ科、ガガンボ科

ハチ目
アリ科、ハチ類

流下昆虫

【陸 域】
ミヤコザサ-ミズナラ群集

ミズナラ、イトマキイタヤ、コメツガ
コメツガ群落
コメツガ、コアジサイ
カラマツ植林
カラマツ、イトマキイタヤ、ツノハシバミ

二次消費者

一次消費者

図 西俣付近における食物連鎖図案（夏季）

注：矢印の太さは、食物連鎖上の繋がりの強弱を表す。

※ヤマトイワナは、静岡市が実施した現地調査で確認したとされている。当社が実施した現地調査では、ヤマトイワナ
は確認されなかったが、ニッコウイワナとの交雑が進んだいわゆるイワナ類に分類される種は確認されている。な
お、ヤマトイワナは当社の環境影響評価の中では、文献により確認された重要種として位置付けている。

鳥類
ヤマセミ等



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図③
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◆作成における基礎資料

項目 JR調査 静岡市調査

水
域

魚類 ・2012年度環境アセス時調査（春、夏、秋、冬）
・2014年度確認調査（春、夏、秋）

2014～2018年度調査（春、夏、秋）１）

※2014～2016年度は胃の内容物調査も実施

底生動物 2016年度調査（夏、秋）

カワネズミ 2012年度環境アセス時調査（春、夏、秋） ―

陸
域

植生 2012年度環境アセス時調査（夏、秋） 2018年度調査（夏）

昆虫類 2012年度環境アセス時調査（春、初夏、夏、秋）
2014～2018年度調査（春、夏、秋）
※2016年度は流下昆虫の調査も実施

＜現地調査＞

＜主な文献＞

１） 調査時期は、実施年度によって異なる。

・「2004年夏季の大井川源流域におけるイワナの食性」（2006年、川合ら）：イワナの食性
・「底生動物の生活型と摂食機能群による河川生態系評価」（2005年、竹門）：底生動物の食性等
・「カワネズミ Chimarrogale platycephalaの胃内容について」（2011年、阿部）：カワネズミの食性
・「柿田川生態系についての学術的研究報告書」（平成16年5月、三島）：底生動物間の食物網構築

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図④
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◆食物連鎖図への記載種の選定方針
項目 選定方針

水
域

魚類 ＪＲと静岡市の現地調査で確認された種を記載（四季で共通）

底生動物
・春季～秋季：ＪＲの2012年度調査（春～冬）、2014年度調査（春～秋）での各季の調査において、

両年度ともに確認された種を基本に記載
・冬季：ＪＲの2012年度調査（春～冬）での冬季調査において、確認数が多い種等を記載

陸
域

植生
ＪＲの2012年度調査（夏、秋）において確認された種のうち、河川周辺の植物群落で被度・群度が
大きく、リターの供給源となる樹木等を記載（四季で共通）

昆虫類
ＪＲの2012年度調査（春、初夏、夏、秋）での各季の調査において確認された種のうち、静岡市の
イワナ類の胃の内容物、流下昆虫調査結果や文献を踏まえて選定（夏季、秋季のみ記載）

◆食物網の繋がりの考え方
項目 考え方

水
域

魚類
カワネズミ

静岡市のイワナ類の胃の内容物調査や文献をもとに、餌資源との繋がりを構築（量的な情報
をもとに繋がりの強弱も表現）

底生動物
文献をもとに各種の食性を整理し、一次消費者（植食者等）と二次消費者（捕食者）を分類し、
二次消費者間の捕食・被食関係も表現。

陸
域

植生
文献をもとに整理した底生動物等の食性から、植食者（主にリターを摂食する破砕食者）との
繋がりを構築。

昆虫類
静岡市のイワナ類の胃の内容物、流下昆虫調査結果や文献をもとに、魚類の餌資源として繋
がりを構築



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図⑤
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◆底生動物の食性等整理結果（１）

ミミズ イトミミズ ミズミミズ Nais属 Nais  sp. ● 0 不明 堆積物収集者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） ヒメフタオカゲロウ Ameletus属 Ameletus  sp. ● 3 淵や平瀬の岸近くの石礫底やリターパック 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） コカゲロウ ヨシノコカゲロウ Alainites yoshinensis ● 1 低山地の源流や渓流の瀬 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） コカゲロウ フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● 7 河川の源流域から下流域まで、早瀬や急流部の石、岩、倒流木表面 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） コカゲロウ シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ● 59 山地渓流から平地河川の瀬 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） ヒラタカゲロウ Cinygmula属 Cinygmula  sp. ● 33 山地渓流の淵や平瀬の礫底の岸際 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） ヒラタカゲロウ キイロヒラタカゲロウ Epeorus aesculus ● 98 流れの早い川底（属全体） 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） ヒラタカゲロウ ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis 0 山地渓流上部から河川中流域まで、早瀬から平瀬の礫底 剥ぎ取り食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） ヒラタカゲロウ Epeorus属 Epeorus sp. ● 2 流れの早い川底（属全体） 剥ぎ取り食者

昆虫 カゲロウ（蜉蝣） ヒラタカゲロウ Rhithrogena属 Rhithrogena  sp. ● 42
山地渓流上部から河川中流域、早瀬や平瀬の石礫底（ヒメ～）、平
瀬の小礫底（サツキ～）

剥ぎ取り食者

昆虫 カゲロウ（蜉蝣） モンカゲロウ フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica ● 0 山地、丘陵地帯の河川上流部 濾過食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） マダラカゲロウ オオマダラカゲロウ Drunella basalis ● 0 石礫底（属全体） 捕食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） マダラカゲロウ ヨシノマダラカゲロウ Drunella ishiyamana ● 2 石礫底（属全体） 捕食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） マダラカゲロウ フタマタマダラカゲロウ Drunella sachalinensis ● 8 石礫底（属全体） 捕食者
昆虫 カゲロウ（蜉蝣） マダラカゲロウ Drunella属 Drunella  sp. ● 1 石礫底（属全体） 捕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） ホソカワゲラ ホソカワゲラ科 Leuctridae sp. 1 渓流や谷沢、成熟した幼虫は瀬の落葉中など 破砕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） オナシカワゲラ Amphinemura属 Amphinemura  sp. ● 0 河川中流域から渓流や谷沢（科全体） 破砕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） オナシカワゲラ Nemoura属 Nemoura  sp. ● 1 河川中流域から渓流や谷沢（科全体） 破砕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） オナシカワゲラ Protonemura属 Protonemura  sp. ● 4 河川中流域から渓流や谷沢（科全体）、普通は寒冷な水域（属全 破砕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） ミドリカワゲラ ミドリカワゲラ科 Chloroperlidae sp. ● 14 主に渓流など（科全体） 捕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） カワゲラ モンカワゲラ Calineuria stigmatica 3 本州中部では標高500mより高い高冷地の渓流 捕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） カワゲラ Calineuria属 Calineuria  sp. ● 0 山間渓流のあまり流れの激しくない石のあいだなど 捕食者
昆虫 カワゲラ（セキ翅） アミメカワゲラ オオアミメカワゲラ Megarcys ochracea ● 8 本州中部では山地渓流、瀬に多い 捕食者
昆虫 カメムシ（半翅） アメンボ アメンボ Aquarius paludum paludum 0 各地で普通、止水域や緩流 捕食者
昆虫 トビケラ（毛翅） イワトビケラ イワトビケラ科 Polycentropodidae sp. 1 河川の緩流部・湖沼に生息 捕食者

昆虫 トビケラ（毛翅） ヤマトビケラ Glossosoma属 Glossosoma  sp. ● 4
山地渓流から中流域、比較的流れの緩やかな部分に多く、石や岩
盤の表面

剥ぎ取り食者

昆虫 トビケラ（毛翅） ナガレトビケラ
Rhyacophila属
 (Acropedes group)

Rhyacophila  sp.
(Acropedes group)

● 0 山地の小渓流や細流（属全体） 捕食者

昆虫 トビケラ（毛翅） カクツツトビケラ Lepidostoma属 Lepidostoma  sp. ● 7
山地渓流、小さな湧水流、、湿原の川、大きな河川の中・下流などに
それぞれ特有の種（科全体）

破砕食者・捕食者

昆虫 トビケラ（毛翅） エグリトビケラ Pseudostenophylax属 Pseudostenophylax sp. ● 0
ほとんどの種は高標高または高緯度の山地の細流にある落ち葉だま
りなど（属全体）

破砕食者

現地確認

状況
１）

確認

個体数
2)綱名 目名 科名 種名 学名 生息環境 食性

１） 「●」が記載されている種は、ＪＲの2012年度調査、2014年度調査でともに確認された種。
２） 定量調査（コドラート法）での確認個体数を示す。
注：表中の青色、赤色の種は、食物連鎖図においてそれぞれ一次消費者、二次消費者であることを示す。また、灰色の種は食物連鎖図に記載しない種を示す。

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図⑥
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◆底生動物の食性等整理結果（２）

１） 「●」が記載されている種は、ＪＲの2012年度調査、2014年度調査でともに確認された種。
２） 定量調査（コドラート法）での確認個体数を示す。
注１：表中の青色、赤色の種は、食物連鎖図においてそれぞれ一次消費者、二次消費者であることを示す。また、灰色の種は食物連鎖図に記載しない種を示す。
注２：各種の生息環境及び食性に関しての参考文献等は、以下のとおりである。

①「日本産水生昆虫 ‐科・属・種への検索【第二版】」（2018年3月、東海大学出版部）
②「日本産水生昆虫検索図説」（1985年10月、東海大学出版会）
③「底生動物の生活型と摂食機能群による河川生態系評価」（2005年、竹門）
④「平成19年度 真名ダム定期報告書（案）」（平成20年3月、近畿地方整備局）
⑤「山地小渓流における落葉の分解過程と大型無脊椎動物のコロニゼーション」（1990年、加賀谷）
⑥「多摩川水系における落葉食河川底生動物の種多様性に及ぼす河川環境要因の影響解析」（2008年、加賀谷）
⑦「瀬渕構造を持つ河川空間における物理環境類型と水生昆虫分布との比較」（2008年、天野ら）
⑧「柿田川生態系についての学際的研究報告書」（平成16年5月、三島）
⑨「望ましい環境と多様性ー河川におけるミティゲーションと生物自然の保全」（平成9年、谷田）
⑩「水棲シギアブ類の生活史」（1958年、永富）
⑪「伊那盆地の異なる立地条件の水田地域における水棲昆虫群集の構造と保全に関する研究」（2014年、榊原ら）

昆虫 トビケラ（毛翅） エグリトビケラ エグリトビケラ科 Limnephilidae sp. 0 河川や湖沼に広く分布
破砕食者･
堆積物収集者

昆虫 ハエ（双翅） ガガンボ Antocha属 Antocha sp. 0 清流 剥ぎ取り食者
昆虫 ハエ（双翅） ガガンボ Hexatoma属 Hexatoma sp. ● 0 流れる川の石の下や、岸辺の苔の中など 捕食者
昆虫 ハエ（双翅） アミカ ヤマトコマドアミカ Agathon japonica 4 山間渓流の早瀬の水中 剥ぎ取り食者
昆虫 ハエ（双翅） アミカ ミヤマコマドアミカ Agathon montanus montanus ● 20 上流部 剥ぎ取り食者
昆虫 ハエ（双翅） アミカ Agathon属 Agathon  sp. 0 主に山間渓流の水中の岩の上 剥ぎ取り食者
昆虫 ハエ（双翅） アミカ ミヤマフタマタアミカ Philorus alpinus 0 湿岩上で蛹化 剥ぎ取り食者
昆虫 ハエ（双翅） アミカ アミカ科 Blephariceridae sp. 2 生活史すべての段階で山間渓流と密接に結びついた生活を送る 剥ぎ取り食者
昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ Diamesa属 Diamesa sp. ● 4 各地の河川に普通 堆積物収集者

昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ Orthocladius属 Orthocladius sp. ● 9 大半数は水生（科全体）
破砕食者･
堆積物収集者

昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ Polypedilum属 Polypedilum sp. ● 1 大半数は水生（科全体） 濾過食者

昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ Pseudodiamesa属 Pseudodiamesa sp. ● 0 山地渓流
堆積物収集者・
剥ぎ取り食者

昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ Syndiamesa属 Syndiamesa sp. 0 不明
堆積物収集者・
剥ぎ取り食者

昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ Tanytarsus属 Tanytarsus sp. 0 大半数は水生（科全体）
破砕食者･
堆積物収集者

昆虫 ハエ（双翅） ユスリカ ユスリカ科 Chironomidae sp. ● 13 多くは水生 不明

昆虫 ハエ（双翅） ブユ Prosimulium属 Prosimulium sp. ● 2 水中（科全体）
濾過食者・
剥ぎ取り食者

昆虫 ハエ（双翅） ブユ Simulium属 Simulium sp. ● 46 水中（科全体） 濾過食者
昆虫 ハエ（双翅） ナガレアブ ミヤマナガレアブ Atherix basilica ● 6 流水中に棲む 捕食者
昆虫 ハエ（双翅） ナガレアブ ナガレアブ科 Athericidae sp. 1 流水中に棲む 捕食者
昆虫 コウチュウ（鞘翅） ゲンゴロウ カノシマチビゲンゴロウ Oreodytes kanoi ● 0 中部山岳以北の清流 捕食者

現地確認

状況
１）

確認

個体数
2) 生息環境 食性綱名 目名 科名 種名 学名



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

〇食物連鎖図⑦
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◆注目種の選定方針

・注目種は、トンネル掘削工事に伴う水域の生態系への影響が適切に把
握できる種とする必要があり、水域の生態系への影響は、栄養段階の下
位から上位へ及ぶと考えられ、イワナ類やカワネズミの重要な餌資源と
なっている底生動物のなかから注目種を選定しました。

・注目種の選定にあたっては、以下の事項を考慮しました。

①現地の水域環境（山地渓流）を指標する種（文献を参考に選定）
②生息数が多い種（現地での定量調査結果等を参考に選定）
③上位種の餌資源として重要な種（食物連鎖図において繋がりが強い種

を選定）

○モニタリング①

非常口（山岳部）

坑口（導水路トンネル）

非常口（山岳部）

西俣川

大井川

図 イワナ類、底生動物、カワネズミモニタリング地点

：計画路線
：発生土置き場

：モニタリング地点
（１６箇所）

◆調査項目

・イワナ類、底生動物、カワネズミの生息状況

◆調査時期、頻度

春季：４月中旬～５月上旬
夏季：７月中旬～８月上旬
秋季：１０月下旬～１１月中旬
冬季：１２月上旬～２月下旬 1)

1) 冬季は、イワナ類、底生動物について、
主要な地点（西俣、千石、椹島ヤード付近）に
おいて調査を実施。

※各季の調査時期は、生物多様性専門部会委
員等からのご意見を踏まえ、検討します。

◆調査地点

・西俣上流域や工事排水放流箇所下流
地点等
※生物多様性専門部会でのご意見を踏まえ、

北俣・中俣合流部付近の地点を追加。

地点追加

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）
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○モニタリング②
◆調査方法

※１ 定量的な変化を確認できる方法（標識再捕獲法等）について、専門家にご相談のうえ、検討・実施

していきます。また、西俣付近等でのイワナ類のモニタリングの際、胃の内容物調査も合わせて実
施し、予め作成した食物連鎖図をブラッシュアップしていきます。

※２ 流下昆虫も合わせて確認していきます。なお、水面落下動物・流下動物の湿重量の日変化や季節

変化を把握する方法については、具体的な方法を生物多様性専門部会委員からお聞きした上で、
検討・実施します。

※３ カワネズミのモニタリングの際に生息が確認されなかった場合や、冬季の積雪時など安全上調査
地点へ移動することが困難な場合等には、河川水を採取し、その環境DNAを分析することで、生息
状況を補完的に確認していきます。

項目 調査手法 評価方法

イワナ類 任意採集（釣り等）※１ 各季ごとの生息状況の変化や定量的な指標の変化を確認。

底生動物

①定量調査
（コドラート法）※２

②任意採集
（タモ網等）

①各季ごとの確認個体数、湿重量の変化を確認。
②各季ごとの確認種数、生息状況の変化を確認。

カワネズミ 捕獲調査（かご罠）※３ 各季ごとの生息状況の変化を確認。

今冬から、西俣、千石、椹島ヤード付近の地点でモニタリングを開始していきます。その他
の地点についても、来春からモニタリングを開始していきます。なお、調査の内容について
は、専門部会委員等からのご意見を踏まえ、柔軟に見直していきます。 21

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（２）、（５）」（見解）

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

（４）モニタリング調査の実施にあたっては、環境保全計画の中で、
本部会での検討結果をもとに具体的なモニタリング調査実施
計画を作成し部会へ報告

22



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（４）」（見解）

〇モニタリングの具体的な計画

・トンネル掘削工事に係る沢等の流量のモニタリングと工事排水等
の放流先河川における水質のモニタリングについては、次頁以降
に示します。

・トンネル掘削工事に係るイワナ類、底生動物及びカワネズミのモ
ニタリングについては、「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考
え方（２）、（５）」（見解）のモニタリングでお示ししたとおりです。

・今後、生物多様性専門部会委員からのご意見等を踏まえたうえ
で、専門家にご助言を頂きながら、計画を策定します。

・策定したモニタリング計画については、トンネル掘削工事着手まで
に「環境保全の計画について」としてとりまとめ、静岡県等へ送付
のうえ、公表します。また、生物多様性専門部会へ報告します。

23

24

西俣
非常口

千石非常口

西俣川

大井川

椹島

図 沢等の流量計測地点

二軒小屋

※畑薙第一ダム（中部電力）
の流入量データも収集

・トンネルの工事に伴い影響が生じる可能
性があると想定した沢を網羅的に対象と
し、その下流地点でモニタリングを実施し
ます。（年２回（８月、１１月を基本））

・また、水位や流況を常時確認可能な方法
として、水位計や監視カメラの設置等に
よる方法を追加して検討のうえ実施して
いきます。（詳細は、「２ 減水量の計測
（１）、（２）」（見解）に記載のとおりです。）

・なお、先進ボーリングの湧水量が管理値
に達した場合には、直ちにその地点で
ボーリングを停止し、トンネル掘削に備え
た補助工法等の検討を行うとともに、周
辺の沢等の流量及び動植物の生息・生
育状況を重点的に確認します。その確認
結果は、専門家に報告のうえ、ご助言を
いただきながら、必要な対応を行いま
す。

○沢等の流量モニタリング

：計画路線
：導水路トンネル
：高橋の方法による
予測検討範囲

〔河川流量事後調査〕
：常時計測 （３地点）
：月一回計測 （７地点）

〔沢等の流量モニタリング〕
：年二回計測 （３８地点）

24

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（４）」（見解）



非常口

非常口

西俣川

大井川

坑口（導水路トンネル）

○トンネル掘削工事に係る水質のモニタリング

◆調査地点

・工事排水を放流する箇所の下流地点

◆調査時期、頻度

・工事前：１回
・工事中：毎年１回（渇水期）※

・工事完了後：工事中の水質調査の
結果を踏まえ、必要な期間に
おいて定期的に調査を実施

河川放流前の水質管理を前提としていますが、念のため、河川の水質
について、モニタリングを実施します。

：モニタリング地点

図 トンネル掘削工事に係る水質モニタリング地点

※工事排水の放流開始後１年間は、初期
状況を確認するために、１回/月の頻度
で実施。（異常値を確認した場合などは
継続して実施）

坑口（工事用道路（トンネル））

坑口（工事用道路（トンネル））

：計画路線
：導水路トンネル
：工事用道路（トンネル）

◆調査項目

・SS、pH、DO、自然由来の重金属等

工事施工ヤード（その他）
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（４）」（見解）

西俣川

大井川

西俣宿舎

千石宿舎

椹島宿舎

○生活排水の水質に係るモニタリング

◆調査地点

・生活排水を放流する箇所の下流地点

◆調査時期、頻度

・工事前：１回
・工事中：毎年１回（渇水期）※

高度浄化装置においては、法令等に基づき、pH、DO、残留塩素濃度、
BOD等を測定します。河川放流前の水質管理を前提としていますが、念の
ため、河川の水質について、モニタリングを実施します。

図 生活排水に係る水質モニタリング地点

：計画路線

：モニタリング地点

◆調査項目
・BOD、pH、SS、DO、大腸菌群数

・工事完了後：工事中の水質調査の
結果を踏まえ、必要な期間に
おいて定期的に調査を実施

※生活排水の放流開始後１年間は、初期
状況を確認するために、１回/月の頻度
で実施。（異常値を確認した場合などは
継続して実施）
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（４）」（見解）



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

（８）施工方法により、生態系に与える影響は大きく異なるため、
生態系への影響を考慮した施工計画の作成

27

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

〇生態系に係る環境保全措置について①

・生態系への環境保全措置は、評価書等でお示ししたとおり、主に
次頁以降の内容を考えています。それぞれの環境保全措置の具
体的な計画については、生物多様性専門部会からのご意見等を
踏まえ、トンネル掘削工事着手までに「環境保全の計画について」
としてとりまとめ、静岡県等へ送付のうえ、公表します。また、生物
多様性専門部会へ報告します。

・生態系に係る環境保全措置は、工事契約や工事施工計画に盛り
込むとともに、施工会社に対して教育を行います。また、作業員に
対する講習・指導を徹底することで、確実に実施してまいります。

28



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

〇生態系に係る環境保全措置について②

29

項目 内容

重要な種の生息地の全体又は
一部を回避

重要な種の生息・生育地の全体又は一部を回避することで、生息・生育
環境への影響を回避又は低減する。

工事に伴う改変区域をできる
限り小さくする

工事施工ヤード内に設置する諸設備を検討し、設置する設備やその配
置を工夫すること等により生息環境の改変をできる限り小さくすることで、
生息・生育環境への影響を回避又は低減する。

適切な構造及び工法の採用
トンネル掘削工事においては、吹付けコンクリート、防水シート、覆工コ
ンクリートを設置することや必要により薬液注入を実施することで、地下
水の水位への影響を低減し、生息・生育環境への影響を低減する。

濁水処理設備、浄化装置及び
仮設沈砂池の設置

濁水の発生を抑えることで、魚類等の生息環境への影響を低減する。

側溝及び注意看板の設置
工事で使用する道路に必要に応じて土側溝や横断側溝、注意看板を設
けることで、重要な両生類が道路上で事故にあうことを回避又は低減す
る。

低騒音・低振動型の建設機械
の採用

低騒音・低振動型の建設機械の採用により、騒音、振動の発生を抑え
ることで、重要な猛禽類の生息環境への影響を低減する。

表 生態系に係る主な環境保全措置（１）

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

〇生態系に係る環境保全措置について③

30

表 生態系に係る主な環境保全措置（２）

項目 内容

トンネル坑口への防音扉の設
置

トンネル坑口に防音扉を設置することにより、騒音の発生を抑えることで、
重要な猛禽類の生息環境への影響を低減する。

コンディショニングの実施
段階的に施工規模を大きくし、徐々に工事に伴う騒音等に慣れさせること
等で、重要な猛禽類の生息環境への影響を低減する。

照明の漏れ出しの抑制

設置する照明については、専門家等の助言を得つつ、極力外部に向けな
いような配慮による漏れ光の抑制、昆虫類等の誘引効果が少ない照明
の採用、適切な照度の設定等を行うとともに、管理上支障のない範囲で
夜間は消灯するなど点灯時間への配慮を行うことで、走光性の昆虫類等
の生息環境への影響を低減する。

資材及び機械の運搬に用い
る車両のタイヤの洗浄

資材及び機械の運搬に用いる車両のタイヤの洗浄を行うことで、外来種
の種子の拡散を防止する。

重要な種の移植・播種
回避又は低減のための措置を講じても生育環境の一部がやむを得ず消
失する場合において、重要な種を移植・播種することで、種の消失による
影響を代償する。



（参考）先進ボーリング湧水量を用いたリスク管理

坑口側

②トンネル掘削は管理値に達した地点手前で一時中断。
・コアボーリングなどを実施し、地質等の詳細を確認するとともに、破砕帯等へ薬液注入などの補

助工法の実施により、短期間での急激な湧水の増加や急激な自然環境の変化が起きないよう
に制御。周辺の沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を重点的に確認。

①管理値に達した地点で、直ちに先進ボーリングを停止。
・トンネル掘削に備えた補助工法等の検討を行うとともに、周辺の沢等の流量及び動植物の生
息・生育状況を重点的に確認。

破
砕
帯
等

坑口側

破
砕
帯
等

③状況をよく確認してトンネル掘削を再開。
・補助工法等の対策実施後、その効果やボーリング等からの湧水量が減少していること、周辺の
沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を確認しながら、慎重に掘削を再開。

坑口側

破
砕
帯
等

先進ボーリングマシン 先進ボーリング

先進坑
コアボーリング

薬液注入箇所先進ボーリングマシン 先進ボーリング

先進ボーリングマシン 先進ボーリング 薬液注入箇所

先進坑

本坑は、先進坑における補助工法の効果を踏まえて掘削
31

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

（参考）トンネル掘削時の湧水量低減対策（１）

・トンネル掘削においては、吹き付けコンクリート、防水シート、覆工コンク
リートを施工し、湧水量を低減していきます。

・なお、先進ボーリングにより、突発湧水が想定される箇所については、当
該箇所の手前でトンネル掘削を一時中断のうえ、トンネルの切羽（掘削面）
やトンネルの上側や横側より、薬液注入などの補助工法を実施し、補助工
法の効果や先進ボーリングからの湧水量が減少していること等を確認しな
がら、トンネル掘削を慎重に再開します。

図 トンネルにおける湧水量低減対策（イメージ）

地質の良いところの例破砕帯等での例

覆工コンク
リート

防水シート

湧
水

※薬液注入範囲は透
水性が改善し、湧水が
通過しづらくなる。

薬液注入は、トンネル周辺部のほ
か、トンネル切羽（掘削面）からも行
い、湧水量の低減を行います。
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）



図 薬液注入の施工イメージ

写真 薬液注入工の施工例

※ライト工業㈱、「トンネル工事の補助工法」
（平成25年4月）より抜粋

切羽（掘削面）

← トンネル掘削方向

トンネル

トンネル外側の地盤

トンネル外側の地盤

薬液注入範囲

薬液注入範囲

・湧水量低減対策の薬液注入工は、トンネルの切羽（掘削面）やトンネル
の上側や横側より、トンネルの掘削方向に施工します。

・岩盤の割れ目等に薬液を注入することにより、湧水を低減します。

（参考）トンネル掘削時の湧水量低減対策（２）
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

防水シートの施工例 覆工コンクリートの施工例

・トンネルには、吹付コンクリート、防水シート、覆工コンクリートを施工する
ことにより、湧水量の低減を行います。

・掘削後、切羽面（掘削面）、トンネルの上側や横側に露出している岩盤面
に、速やかに厚さ50～200㎜の吹付コンクリートを施工することで、岩盤の
割れ目等から出てくる湧水を早期に抑え、湧水の流出対策を行います。

・防水シートは、厚さ0.8㎜以上のビニールシートを設置します。
・覆工コンクリートは、厚さ300㎜以上のコンクリートを設置します。

・防水シート、覆工コンクリートを、吹付コンクリートを施工した岩盤に押し付
けることにより、岩盤面が露出している場合に比べ、湧水量を低減します。

吹付コンクリートの施工例

（参考）トンネル掘削時の湧水量低減対策（３）
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）



（参考）濁水処理フロー図と清水の混合イメージ

フィルタープレス

㈱楢崎製作所HPより

濁水処理設備

㈱東洋製作所HPより

・泥水に薬液を混ぜて泥
など沈殿させる。

・汚泥を脱水する。

清水

清水混合

35

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

N

換気設備

資材置き場

沈砂池受変電設備
水槽

水槽

タイヤ洗浄設備

換気設備

上水設備

宿舎

詰所

消防水利

浄化槽
（高度処理）

コンクリート
プラント

0m 10m 20m 30m 40m 50m

宿舎

宿舎

沈砂池

資材
置き場

土砂ピット

沈砂池

沈砂池

資材置き場

沈砂池

注. 現地の状況等より、配置等が変更となる可能性がある。

宿舎

宿舎

宿舎 宿舎

宿舎

コンクリートプラント
（建屋の設置）

排出ガス対策型、

低騒音・低振動型建設機械

小動物這い出し型集水枡

仮囲い（安全鋼板）

＜凡例＞

ヤード範囲
坑口範囲

設備
仮囲い（安全鋼板）

排水溝

出入口

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

〇生態系に係る環境保全措置について④

防音扉

防音扉

防音扉

図 環境保全措置の計画案（西俣ヤード）

沈砂池

濁水処理設備
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←大井川

0m 10m 20m 30m 40m 50m

N

二軒小屋→←沼平 林道東俣線

千石非常口

受変電設備

タイヤ洗浄設備

沈砂池

受変電設備

受変電設備

換気設備

濁水処理設備

土砂ピット

沈砂池

資材置き場

詰所

排出ガス対策型、

低騒音・低振動型建設機械

沈砂池

小動物這い出し型集水枡 仮囲い（安全鋼板）

仮囲い（木製）

注. 現地の状況等より、配置等が変更となる可能性がある。

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

〇生態系に係る環境保全措置について⑤

図 環境保全措置の計画案（千石非常口ヤード）

防音扉濁水処理設備

＜凡例＞

ヤード範囲

坑口範囲

設備

仮囲い（安全鋼板）

仮囲い（木製）

排水溝

出入口

防音扉
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0m 10m 20m 30m 40m 50m

＜凡例＞

ヤード範囲

坑口範囲

設備

仮囲い（安全鋼板）

仮囲い（木製）

排水溝

出入口

通信事業者
基地局

受変電
設備

非常用
発電設備

上水設備

浄化槽
（高度処理）

浄化槽
（高度処理）

消防水利

沈砂池

受変電
設備

給湯設備

宿舎

事務所

上水設備

濁水処理
設備

←大井川

換気設備

非常用発電設備

受変電設備

給水設備

沈砂池
資材置き場

消防
水利

裏込注入プラント

坑口（導水路トンネル）

タイヤ洗浄設備

詰所

沈砂池

仮囲い（安全鋼板）

小動物這い出し型集水枡 排出ガス対策型、

低騒音・低振動型建設機械

注. 現地の状況等より、配置等が変更となる可能性がある。

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（８）」（見解）

〇生態系に係る環境保全措置について⑥

図 環境保全措置の計画案（椹島ヤード）

宿舎

防音扉

濁水処理設備

防音扉
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仮囲い（木製）



「２ 減水量の計測」

事項の内容

（１）生態系への影響を把握するため、流量減少等の影響が予測さ
れる箇所の流量を常時観測するモニタリングポイントの明確化

事項の内容

（２）モニタリングの際、変化が大きいと予測される場所にカメラの設
置を検討することを含め、湧水による河川流量の減少を可能な
限り把握できる方法の明確化
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「２ 減水量の計測（１）、（２）」（見解）

40

〇沢の水位や流況の常時監視①

図 沢の水位・流況の常時監視地点（候補地）

西俣非常口

品川方→

：計画路線
：非常口
：導水路トンネル
：常時監視（候補地）

長野県

静岡県

←名古屋方
西俣堰堤

・沢の水位や流況を常時確認可能な方法として、水位計や監視カメラの設置等によ
る方法を検討のうえ実施していきます。

・流量が少なく、流水断面が安定しているような箇所では自記水位計、その他の箇
所では監視カメラの設置を基本に考えています。

・常時監視を行う候補地については、水収支解析での流量の予測結果、計測結果、
動物の調査結果等を踏まえ、悪沢、蛇抜沢、新蛇抜沢、内無沢、魚無沢、瀬戸沢、
上岳沢、西小石沢を考えています。このうち、蛇抜沢、新蛇抜沢については、令和
元年11月28日に実施した静岡県等との現地調査の結果を踏まえ、詳細な設置箇
所等の検討を進めてまいります。

・今後、現地の状況や通信環境等を考慮のうえ、上記の候補地のなかから常時監
視を行っていく地点を決めてまいります。



「２ 減水量の計測（１）、（２）」（見解）
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写真 厳冬期における現地状況（西俣ヤード～蛇抜沢間）

〇沢の水位や流況の常時監視②

・西俣ヤードより上流部は、道路や電気、通信環境等が整備されていない
場所であり、自記水位計や監視カメラ等の設置・維持管理や常時計測
が難しい環境ですが、最新の技術を取り入れたうえで、常時監視を行っ
ていく地点を選定し、検討・実施してまいります。

※撮影日：平成31年3月13日 ※撮影日：平成31年3月13日

「２ 減水量の計測（１）、（２）」（見解）

42

（参考）蛇抜沢、新蛇抜沢の現地状況

写真 蛇抜沢（令和元年11月28日の現地調査時）

写真 新蛇抜沢（令和元年11月28日の現地調査時）



「３ 減水に伴う生態系への影響」

事項の内容

(１) 南アルプスの生態系は極めて環境の変化に敏感であるため、
生物の生息環境や生息状況に影響が出ると考えられる危険
な水準（閾値（しきいち））の設定及びその根拠。また、対策を
実施する時点（例えば、閾値を超える直前）を明確にしたうえ
で、その具体的な対策の内容。水準に達しないうちに何らか
の対策を実施する必要がある場合は、その必要性をどのよう
な方法で評価し、判断するのか、その対策内容の具体化
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「３ 減水に伴う生態系への影響（１）」（見解）

・沢等の流量変化に伴う水域生態系への影響を定量的に予測・評価す
ることについては、当社としては、文献調査等を行いましたが、その手
法を見出すことはできず、実施することは困難であると考えています。
そのため、生物の生息環境や生息状況に影響が出ると考えられる危
険な水準（閾値（しきいち））を予め設定することについても、困難である
と考えていますが、具体的な手法について、ご提案があれば、ご意見を
お聞きした上で、更なる検討をさせて頂きたいと考えています。

・工事中は、沢等の水位、流況の常時監視や流量のモニタリングを実施
するとともに、先進ボーリングの湧水量が管理値に達した場合には、直
ちにその地点でボーリングを停止し、トンネル掘削に備えた補助工法等
の検討を行うとともに、周辺の沢等の流量及び動植物の生息・生育状
況を重点的に確認します。その確認結果は、専門家に報告のうえ、ご
助言をいただきながら、必要な対応を行います。

・また、リアルタイムでのモニタリングには限界がある一方で、影響が生
じてからでは保全措置が間に合わないおそれがあるため、事前の代償
措置についても、検討・実施してまいります。

〇閾値の設定に対する当社の考え
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「３ 減水に伴う生態系への影響」

事項の内容

(２) 減水が生じたときの底生生物の生息状況の変化を調べる場
合において、底生生物は残った生息地に一時的に集中する
現象が起きる。このため、単にコドラート法によって生物量を
調べるだけでは、評価が困難となる。生物調査と同時に生息
可能な空間のサイズや質の変化についての調査、予測、評価
の具体化
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「３ 減水に伴う生態系への影響（２）」（見解）

○底生動物のモニタリング

図 調査票（イメージ）

・底生動物のモニタリングの際は、
「河川水辺の国勢調査マニュアル
[河川版]」（国土交通省、水管理・国
土保全局河川環境課）に基づき、周
辺の地形や植生、河川、沢の流況
及び水底の底質なども確認してい
きます。

・なお、底生生物の生息可能な空間
のサイズや質の変化を予測、評価
することについては、当社としては、
文献調査等を行った結果、その手
法を見出すことはできず、実施する
ことは困難であると考えていますが、
具体的な手法について、ご提案が
あれば、ご意見をお聞きした上で、
更なる検討をさせて頂きたいと考え
ています。

特記事項：

河床型

調査

方法

及び

採集

環境

4. ワンド・

　たまり

r.ワンド、細流

a.流速が速くて川底が石礫

k.ヨシ帯等の抽水植物内
7. その他

(水際の植物)

8. その他

　(植物のいな

い海岸部)

6. その他

　(沈水植物)

l.蘚苔類のマット(モスマット)

b.流速が速くて 落葉がたまっている

c.流速が遅くて川底が石礫

d.流速が遅くて川底が砂

2. 淵

f.水深が深い

e.ほとんど流速なく水中に落葉たまって

いる

m.倒木、木の根等が水に浸かっている

n.岩盤、コンクリートブロック

o.抽水植物や水際の植物のない河岸部

　　　 100～200mm SB

不明  　　　－ －

大石  　　　500mm 以上 LB

細礫  　　　2～20mm SG

中石  　　　200～500mm MB

粗礫  　　　50～100mm LG

小石

中礫 　　　 20～50mm MG

*2　河床材料の区分

河床材料 サイズ（mm） 略号

岩盤  　　　岩盤又はコンクリート R

M

砂 S

瀬

淵

 　　　0.074～2mm

※1: 平瀬、早瀬の区分が難しい瀬を「瀬不明」とする。

※2: 上記の河床型のどれにもあてはまらない場合は

「－」とする。 泥  　　　0.074mm 以下 

 平瀬・早瀬・瀬不明※1

 S型・R 型・M 型・D 型・O 型

*1　河床型の区分

 区 分

河川形態

河床材料

*2

定

量

採

集

備考
流速

（cm/ｓ）

水深

（cm）

コド

ラート

番号

調査箇所
コドラートの規格

（cm×cm×回）

河床型

*1

浮石・沈石・不明

浮石・沈石・不明

詳細な環境全体の

面積

詳細な環境は有ったが、採集を

実施しなかった場合の理由

定

性

採

集

上

記

以

外

の

環

境

p.飛沫帯

q.湧水3. 湧水

採集の

実施

詳細な環

境の有無
詳細な環境

i.沈水植物の群落内

1. 早瀬

j.植物等が水に浸かっている

h.河岸付近で水深が浅く川底が砂礫

おおむねの

採集面積

礫の状況

浮石・沈石・不明

浮石・沈石・不明

水温（℃）

g.大きな石の下

9. その他

調査対象

環境区分*3

s.池、水たまり

5. 湛水域
t.河川横断工作物による湛水域
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「５ 水温管理」

事項の内容

冬季のトンネル内湧水は、表流水の水温と比較し、約10℃程度
温かいと推測される。ＪＲ東海が曝気して温度を下げるとしている
が、具体的な処理方法までは示されていない。河川流量が減少し
たところに放水した場合の生息環境への影響や生物の産卵期な
どでも影響が出ない処理方法の具体化
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西俣付近における河川水温変化の予測結果

「５ 水温管理」（見解）

○トンネル湧水放流による河川水温変化の予測（西俣付近）
・排水放流箇所における河川水温の変化を、完全混合式により予測しました。

ܥ ൌ
1ܳ1ܥ ൅ 2ܳ2ܥ

ܳ1 ൅ ܳ2

（℃）完全混合と仮定した時の河川水温:ܥ

（℃）河川の水温:1ܥ

（℃）トンネル湧水の水温:2ܥ

Q1:河川の流量（m3/秒）

Q2:トンネル湧水量（m3/秒）

＜完全混合式＞

※１ 河川水温は、これまでの西俣測水所付近での月１回水温計測結果（H26.5～H31.3）から、各月の平均値。
※２ 河川流量は、これまでの西俣測水所での常時流量計測結果（H27.7～H31.3）から、各月の平均値。
※３ トンネル湧水温は、田代ダム付近の観測井（深井戸）（GL‐256m）での月１回水温計測結果（H30.4～H31.3）
※４ トンネル湧水量は、水収支解析による予測結果における西俣非常口からの最大放流量（0.7m3/秒）と0.1m3/秒の場合を記載。

<湧水量0.1m3/秒の場合>
・湧水放流による水温変化はほぼ
見られていません。

<湧水量0.7m3/秒の場合>
・春季～秋季は、現状の河川水温
が高く、河川流量も多いため、湧
水放流による水温変化はほぼ見
られていません。

・一方、冬季は湧水放流による水温
上昇が見られますが 冬季に急激
に上昇するのではなく、秋季～冬
季にかけて、水温上昇度は徐々
に増加する結果となっています。

水温（℃）
流量

（m3/秒）
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河川流量（実測値）

河川水温（実測値）

湧水水温（実測値）

①合流後河川水温（予測値）
（湧水量＝0.1m3/秒の場合）

②合流後河川水温（予測値）
（湧水量＝0.7m3/秒（想定最大値）の場合）

徐々に推移



「５ 水温管理」（見解）

○河川水温に対する対応

・前頁の予測結果のとおり、湧水量が少ない段階では、湧水放流による水温変化
は見られず、湧水量はトンネル掘削工事の進捗に応じて徐々に増加していくこと
から、河川の水温が急激に上昇するようなことはないと考えています。また、冬季
においては湧水放流により河川水温が上昇することが考えられますが、冬季に急
激に上昇するのではなく、秋季から冬季にかけて徐々に上昇していくものを考え
ています。

・しかしながら、河川の水温変化により水生生物への影響を及ぼす可能性が考えら
れるため、湧水は外気に曝して河川水温に近づけるとともに、工事排水の分散放
流や魚類の産卵場所を回避することなども検討・実施していきます。

・トンネル掘削工事においては、湧水や放流先河川の水温に加えて、魚類、底生動
物についてもモニタリングを実施し、その結果は、生物多様性専門部会委員によ
る評価が可能となるよう、随時、静岡県へ報告していきます。

・湧水量が比較的少ないトンネル掘削工事の初期段階におけるモニタリング結果を
踏まえ、事前の代償措置についても、検討・実施していきます。また、西俣非常口
からのトンネル湧水を、工事用道路（トンネル）を通じて、千石付近で大井川に流
すことも選択肢として考えています。
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